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   A case of a rare lesion, fracture of the penis, was presented. In the present case of a 22 
year-old man, the cause of the lesion was a violent onanism. The case was treated conserva-
tively and the clinical course was uneventful with sufficient recovery of sexual function such as 
erection. In addition, a brief review of some literatures in relation to the exciting cause, etio-
logy, site of predilection, frequency, age, symptoms, complications and sequelae were discussed.
1.緒 言
陰茎折症 とは,勃 起 した陰茎に強 い鈍性外 力
が作用 して海 綿体 お よび白膜が断裂す る ことを
い う。 この陰茎折 症についてはすで に19世紀半
ばMottが報告 してお るが,現 在で も比較的稀
な疾 患であ り,本 邦においては長谷川,小 林等
の報告 以来 わずかに本症例を含 めて32例を散 見
す るのみであ る.わ れわれは,最 近手淫 に よっ




















陰茎折 症 の発生 には必ず陰茎 の勃起 を前提 条
件 としなければいけ ない.こ の勃起 した陰茎 に
急激な鈍 性外力が加 え られ た時勃起 に より薄 く
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し,陰 茎が屈曲 し恰 も骨折様外観をていす る.
時 には 血腫 が 尿道 を圧迫 し,排 尿 困難 を 来た
し,さ らに海綿体 の破裂 と共 に尿道が損傷 を受
け,血 尿,尿 閉等 の症状 を見 る こともある.
a)誘 因
前記 した ごと く陰茎が勃起 してい ることが前
提で ある.と い うことはHanleに よれば弛緩
時には陰茎白膜は約2mmの 厚 さを有 し外力に
対す る抵抗が大 きいが,勃 起時には約O.25mm
の薄 さとな り外力 に対 する抵抗 が減弱す るので
裂 け易いのだ と述べ ている.ま たWiniwartes
は尿道炎,尿 道周囲炎の ごとき海綿体 に近接 す
る組織 の炎症,Guyonは尿道 狭窄,Rediは白
膜 の硬化性変化,FetterandGartmanは海綿
体 の変性 を誘因 として 挙 げ て い る が,一 方
Fernstrom等は これ等 の疾患 とは無関係 である
としている.
本例で もその既 往症 は全 く認 め られず,本 邦
の報 告例をみて も必ず しも該当す ると思 われ る
既往症を有 しない ものが多 い.し か し勃起状 態
にある白膜 の薄 さに加 えて,偶 々これ らの海 綿
体炎,尿 道周囲炎,狭 窄等 を持つ陰茎にた とえ
わず かな異常 な外力が作用 する ことに より折症
の発生 は より容易 とな り,尿 道損傷等 の合併症
が起 こる危険性 は増 す もの と思 われ る.
b)原 因



































患者の話を聞 くと案 外簡単に折れ るように思
われ るが,本 症 の頻度 は極 めて低 く江里 口に よ
れば2,450人中1名,Fetter&Gartmannは
PhiladelphiaのJeffersonHospita1にお いて
20年間17,500人の入院 患者 中1例 を認 めたのみ





す る年令層に多いのは当然 の ことであろ う し
















受傷 と同時に勃起 した陰茎は弛緩 し,海綿体
からの出血のために皮下血腫を形成 し,陰茎皮




海綿体の1側 が断裂すれば反対側 に 屈 曲 す
る.













られるのみで,こ の例 も軽い尿道断裂 らしく保
存的に治療 し全治 している.尿道損傷は尿浸潤






鎮静,鎮 痛 お よび消炎 剤の投与 に よる保存的治
療 を行 な う.し か しFernstromが保存的療 法
を行 なった例 に種 々の後遺症 が現われ ることを
指摘 し,大 越等 は特 に海綿体 白膜 の断裂 が確実
に触知 され た場合 には手術 的に凝血 の除去,白
膜 の縫合 を行 な うべ きとしてい る.Creecy&
Beazlie,Thompson等は,尿 道損傷 の無 き場合
は保存的療法 を,白 膜 の断裂 が高度 で出血 が著
しい場合,あ るいは尿道損傷 のある場合 は手術
的療法が必要 である と言 っている.
i)後 遺症
勃起力 の減退,勃 起時陰茎 の轡 曲お よび性交
不能等が あげ られ てお り,Creecy&Beazlie
等は,Impotenzの可能性 がある ことを述べ て
いる.し か し本邦報告例 では性交不能 の例 をみ
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